
私は，学位取得後，ドイツの

マックスプランク研究所と研究所

からのスタートアップ企業において研究する機会に恵まれ，

２０１７年４月から産業技術総合研究所にてプラズマ医療など

の研究を行っています．ドイツ滞在中は，当たり前ですが

ドイツ語と英語を使ってコミュニケーションをとります．

最初のうちは，ドイツ語や英語を用いた「読み書き」も「聞

く話す」も常に後頭部が重たい感じがしたのですが，しば

らくたって慣れてくると頭痛はだいぶましになり，例え

ば，電車に乗っている際の周りの話し声もただのホワイト

ノイズから意味のわかる騒音になってきます．その代わ

り，ドイツ滞在中に日本語を使う機会は，日本人の友人・

知人と話すときやメールを書くくらいに限られていました．

日本に戻った後，申請書や報告書など様々な日本語書類

を書く必要に迫られるのですが，１０年を超えるドイツ滞在

中に日本語をあまり真面目に使っていなかった結果，変な

日本語しか書けないことに（ようやっと）気が付きました．

日本語は文法的には語順の自由度が高いので，何とか書く

ことは可能ですが，誤解を与えないように厳密に書こうと

すると筆が止まります．もともと文章を書くのが苦手で，

初めて長い文章を書くことを教えていただいたのは大学の

研究室でした．その当時は，多少ましな日本語を書くこと

ができると思っていたのですが，その後ほとんど使わなく

なった結果，日ごろから使っていないものはダメになると

いうことを実感することになります．現在，なるべく多く

の書籍を読んで，少しでもましな文章を書くように心がけ

ています．日本語を書く上で何か良い本があれば，紹介し

ていただけると嬉しいです． （清水鉄司）
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